
　　　　

令和7 年 1 月 30 日

平日
（土・祝・長期）

9
（8）

時
30

（30）
分から

18
（17）

時
30

（30）
分まで あり

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等

季節行事…春：お花見・母の日・父の日の創作/夏：プール/秋：敬老の日の創作/冬：門松作り、初詣・豆まき
イベント…親子療育、クリスマスパーティー、もちつき、新年お祝い会、卒業お祝い会
その他…避難訓練（年2回）、クッキング（年5回）、グループ外出（動物園、カラオケ、ボウリングなど）

（別添資料１）

家族支援

・送迎時や連絡帳にて情報共有を行います。
・困りごとに対するサポート、助言を行います。
・交流会を開催します（年4回） 移行支援

・移行支援会議への参加または情報提供を行います
・併用事業所、相談事業所、学校、その他関係機関との連携

地域支援・地域連携

・年に2回（星まつり、もちつき）、地域の方々をお招きして啓発活動を行いま
す。
・有明圏域障がい者と共に生きる支援協議会、子ども部会へ参加します。

職員の質の向上

・新入職員研修　　　　　　　・事業所内研修
・特性理解勉強会（毎月）
・虐待防止研修（年1回）

支　援　内　容

・個別のスケジュールを使用し、活動の見通しを持って持って取り組めるよう支援を行います。
・身辺自立（トイレ、衣服の着脱、食事、整容など）に向けて利用者さんに合わせた方法で支援を行います。
・掃除道具の使い方、食事の配膳・下膳、食器を洗うなど生活に必要なスキル獲得のための支援を行います。

・ウォーキングやリズム運動など身体を使う活動を提供し、身体機能の維持・向上の支援を行います。
・粗大運動から微細運動を取り入れながら感覚の支援を行います。
・遊びを通して視覚、聴覚、触覚、嗅覚などの感覚を育む支援を行います。

本
人
支
援

・個別のスケジュールを通して、時間・空間の概念形成や適切な行動を選択できための支援を行います。
・遊びや机上課題を通して、色・形・大きさ・数の理解の習得のための支援を行います。

・一人ひとりの特性や理解に合わせて写真や絵カード等を活用し、思いを伝えることができるよう支援を行います。
・相手の話を聞く、自分の考えを伝える、交渉するなど段階に応じた支援を行います。

・共同遊びを通して他者とのやり取り（物の貸し借り、交渉など）を促していきます。
・レクリエーションを通して、ルールを守る、協力することで他者との関係性構築に繋げるよう支援を行います。

支援方針

個別活動で生活に必要なスキル（ADL面やコミュニケーション面など）の習得と、目的別、発達段階別の集団活動で社会性を身に付ける事が出来るように支援を行います。
また、将来を見据えた活動（作業活動や図書館での過ごし方など余暇活動）を通して自立する力やQOL面を伸ばすことができるよう、ひとりひとりに合わせて支援します。

営業時間 送迎実施の有無

法人（事業所）理念
夢・輝き・実現
夢を輝きながら実現させよう

事業所名 生活支援センター　きらきら 作成日支援プログラム（放課後等デイサービス）


